
第
五
章
　
三
つ
の
政
治
文
化
－
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
進
め
る
政
治
・
社
会
的
文
化

は
じ
め
に

神
江
　
仲
介

　
香
川
県
東
部
を
、
ほ
ぼ
南
北
に
縦
断
す
る
絹
長
い
形
で
位
置
す
る
三
木
町
は
、
い
く
つ
か
の
村
が
合
併
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
高
松
市
郊
外
地
区
と
し
て
発
展
し
て
い
る
地
域
、
か
な
り
郊
外
か
ら
離
れ
て

い
る
が
琴
電
沿
線
の
地
域
、
そ
し
て
南
に
広
が
る
農
村
地
域
に
分
か
れ
る
。
三
木
町
は
、
西
地
区
か
ら
東
地
区
、

そ
し
て
南
地
区
へ
と
移
動
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
高
松
市
郊
外
の
最
も
都
市
化
さ
れ
た
地
域
か
ら
束
部
の
や
や
都

市
部
か
ら
遠
い
地
域
、
そ
し
て
過
疎
化
し
つ
つ
あ
る
南
部
域
に
分
け
ら
れ
る
。
西
地
区
に
は
香
川
大
学
の
農
学

部
、
医
学
部
（
付
属
病
院
も
）
が
存
在
し
、
束
地
区
に
は
旧
型
、
新
型
特
養
の
二
つ
が
所
在
す
る
。
コ
〇
〇
五
年

の
調
査
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
こ
の
三
つ
の
地
域
を
原
則
と
し
て
、
現
大
宇
地
域
＝
旧
村
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ

り
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
を
作
り
、
二
〇
〇
五
年
度
に
実
施
し
た
町
民
調
査
の
分
析
を
す
る
。

　
人
口
動
態
と
産
業
上
の
実
態
と
し
て
は
左
に
見
る
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

西
地
区
で
は
、
人
ロ
八
四
六
一
人
（
一
九
五
五
年
）
か
ら
一
こ
入
九
人
（
ニ
○
○
○
年
）
と
二
九
二
八
人
増

５

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



表５－１　三木町人口の増減

年栽 西地区
南地区

Ｋ地区、

南地区

Ｔ地区、

南地区

Ｈ地区．

東地区

Ｓ地区

東地区

Ｉ地区
総人口

1955 8461 3091 4520 5228 2440 3277 27017

1960 8124 2804 4239 4954 2287 3007 25415

1965 7960 2492 3800 4735 2141 2888 24016

1970 8280 2175 3537 4606 2006 2704 23308

1975 8748 1950 3642 4814 2090 2686 23930

1980 9011 1851 3717 5050 2408 2952 24989

1985 9808 1730 3771 5049 2586 3077 26021

1990 10277 1608 3748 5452 2781 3100 26966

1995 10966 1488 3603 5811 2825 3073 27766
2000 11389 1283 3482 6552 3133 2930 28769

え
た
。

二
〇
〇
〇
年
国
政
調
査
で
の

業
就
業
者
は
五
・
ハ
％
で
あ
る
。

一 ●

五
歳
以
上
就
業
者
中
農
林
漁

　
束
地
区
の
全
体
で
は
、
人
口
五
七
Ｔ
七
人
（
一
九
五
五
年
）
か
ら

六
〇
六
三
人
（
二
〇
〇
〇
年
）
と
三
四
六
人
増
え
た
。
二
〇
〇
〇

年
国
政
調
査
で
の

九
・
八
％
で
あ
る
。

- i

五
歳
以
上
就
業
者
中
農
林
漁
業
就
業
者
は

　
南
地
区
の
全
体
で
は
、
人
ロ
コ
ー
八
三
九
人
（
一
九
五
五
年
）

か
ら
一
一
三
一
七
人
（
二
〇
〇
〇
年
）
と
一
五
二
二
人
減
っ
た
。

一 １

一
〇
〇
〇
年
国
政
調
査
で
の
一
五
歳
以
上
就
業
者
中
農
林
漁
業
就
業

者
は
一
三
・
四
％
で
あ
る
。

　
本
論
に
お
い
て
は
、
政
治
態
度
、
信
頼
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
順
に

述
べ
ら
れ
る
が
、
論
述
の
基
本
的
問
題
意
識
は
、
高
齢
社
会
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
促
進
す
る
政
治
文
化
は
何
で
あ
る
か
、
で
あ

る
。
特
に
焦
点
を
、
非
高
齢
者
も
高
齢
者
も
携
わ
る
、
高
齢
者
に
対

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
当
て
て
い
る
。

邱
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第五章　三つの政治文化－ボランティアを進める政治・社会的文化

第
一
節
　
三
つ
の
地
域
社
会
に
お
け
る
社
会
経
済
的
地
位
の
違
い

　
二
〇
〇
〇
年
国
勢
調
査
で
未
成
年
人
口
も
入
れ
て
高
齢
者
人
□
を
み
る
と
二
〇
・
六
％
で
あ
り
、
二
〇
歳
以
上

の
サ
ン
プ
ル
で
西
地
区
が
三
一
％
、
束
地
区
が
三
一
％
、
南
地
区
が
三
四
％
で
あ
っ
た
（
表
５
－
２
）
。
高
齢
者

の
内
訳
で
は
西
地
区
と
束
地
区
で
は
後
期
高
齢
者
が
前
期
と
同
等
か
よ
り
少
な
い
の
に
対
し
、
南
地
区
で
は
五
％

以
上
上
回
っ
て
い
る
。
あ
え
て
都
市
か
ら
農
村
の
連
統
体
で
ラ
ン
ク
を
つ
け
る
と
、
西
地
区
―
束
地
区
－
南
地
区

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
た
、
地
域
の
産
業
構
造
と
も
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。

　
農
林
漁
業
・
商
エ
サ
：
目
営
業
そ
の
他
の
高
齢
期
に
限
定
し
て
比
率
を
サ
ン
プ
ル
で
見
る
と
、
「
表
５
－
３
　
各
地

　　西東南

若年171012

中年413046

中老5S3652

前期301624

後期191736

・後期75歳-

ｏ前期65歳-

ロ中老5a歳-

ロ申年卸息-

20歳･

匝願罰圖

~ヽ~

圖圖

ｍ矩廊回胆

ヘヘ

朧朧
'

.

り

証囲言
崖居言

白恕 ｊ

ぶ25S.I I.
’ I I ’

,

2 8 S I I I ’

E･ ，:,27%‥‥‥‥

･ﾝ:･:･111:･.･:･: :･:･:･9%･.･:･. ………7%………

　･差年

100S

90S

80S

70%

60S I

50S I

40S

30S

20S

10S

　OS

ま侑屎宙楠Ｒ死袖Ｒ

各地区の人口表５－２

農商エn鴬

・若年Ｏ １２

巾年０３０

中老１８３

前期４６５

後期１ ５ １

東若年000

E∃Ξl自営その仙

崩エサーピス

豊鉢漁畠・

］
副

回|

昌
‘

ト
Ｌ
－
ト
ト
』

唾

匹
匹
匹
匹
一
匹
ｍ
ｍ
ｍ
ｓ

後
期

前
期

中
老

中
年

若
年

後
期

前
期

中
老

中
年

若
年

後
期

前
期

中
老

中
年

若
年

南地区東地区

各地区の自営業

　西地,区

表５－３

区
の
自
営
業
」
に
よ
れ
ば
、
農
林
漁
業
が
西
地
区

で
前
期
高
齢
期
が
一
三
％
後
期
が
五
％
、
東
地
区

で
前
期
が
一
九
％
、
後
期
が
二
四
％
、
南
地
区
で

前
期
が
二
五
％
、
後
期
が
一
九
％
で
あ
っ
た
。
東

地
区
と
南
地
区
が
農
林
漁
業
で
近
そ
う
に
見
え
る

が
、
こ
の
項
目
は
多
数
回
答
で
取
っ
て
あ
る
た

め
、
更
に
東
地
区
に
商
エ
サ
と
、
自
営
・
そ
の
他

で
比
べ
る
と
前
期
高
齢
期
に
圧
倒
的
に
こ
の
多
く

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
集
ま
っ
て
い
る
。

57
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第
二
節
　
三
つ
の
地
域
社
会
に
お
け
る
政
治
態
度
の
違
い

　
（
一
）
　
政
治
参
加

　
「
表
５
１
４
　
団
体
集
会
の
三
つ
の
地
域
社
会
間
差
」
に
よ
る
と
、
西
地
区
の
団
体
参
加
の
特
徴
は
、
若
Ｉ
中

年
ま
で
参
加
が
上
が
ら
ず
、
中
老
に
な
る
と
三
〇
％
か
ら
六
六
％
に
跳
ね
上
が
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
も
比
軟
的
に
「
よ
く
出
席
」
す
る
も
の
が
い
て
そ
れ
は
増
え
続
け
て
後
期
高
齢
期
に
は
半
数
に
達
す
る
と
い

う
い
わ
ば
民
主
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
更
に
、
前
期
高
齢
期
に
は
ハ
割
を
超
え
そ
れ
は
後
期
高
齢
期
ま
で
殆

ど
維
持
さ
れ
る
と
い
う
活
況
を
呈
す
る
。

　
比
較
の
し
易
さ
か
ら
、
次
に
南
地
区
を
見
て
み
よ
う
。
西
地
区
と
対
照
的
に
、
既
に
四
四
％
と
い
う
中
年
レ
ペ

ル
か
ら
盛
ん
な
参
加
が
あ
っ
て
西
地
区
と
同
じ
六
五
％
と
い
う
参
加
へ
と
連
続
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
齢
期
に
な

る
と
後
期
高
齢
期
で
参
加
度
が
維
持
で
き
な
い
（
五
六
％
）
と
い
う
違
い
が
出
て
く
る
。
更
に
、
前
期
高
齢
期
に

「
よ
く
出
席
」
す
る
も
の
が
集
中
し
中
老
以
下
が
「
よ
く
出
席
」
に
参
加
度
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
東
地
区
の
場
合
、
中
年
で
は
若
干
低
い
も
の
の
五
〇
％
と
い
う
参
加
が
あ
り
、
そ
れ
は
前
期
高
齢
期
ま
で
同
じ

だ
が
後
期
高
齢
期
に
な
る
と
急
に
落
ち
込
む
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
団
体
集
会
参
加
傾
向
が
政
治
集
会
参
加
（
表
５
－
５
　
政
治
集
会
の
三
つ
の
地
域
社
会
間
差
）
に
な
る
と
極
端

な
形
で
現
れ
て
く
る
。

　
西
地
区
は
南
地
区
も
中
年
ま
で
は
政
治
集
会
参
加
は
一
〇
％
、
を
き
る
と
い
う
低
さ
で
、
中
老
に
な
る
と

認
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第五.章　三つの政治文化－ボランティアを進める政治・社会的文化

実数→

(以下全

て同じ)

Ｓ
１
１
嘔

若
年

p<0，

後
期

前
期

中
老

01 西地区

・政治集会出席しない

ロ政治集会ときどき出席

・政治集会よく出席

後
期

前
期

中
老

中
年

若
年

p<0，
５ 東地区

表５－４　団体集会

函藍ΞΞl

24SI 20%

6%

％

若年中年中老前期後期

p<o｡01西地区

卯

・aぼﾌﾞsiJ｀

若
年

ｎ Ｓ ，

後
期

前
期

中
老

東地区

表５－５　政治集会

西地区東地区

若年17若年10

中年40中年30

中老55中老34

前期30前期15

後期16後期14

中
年

pく0

，

南地区

若年12

中年43

中老52

前期21

後期30
一

中前後
老期期

01南地区

西地区

若年17

中年40

中老52

前期29

穏Ｅ蔓目

東地区

若年10

中年30

中老34

前期15

ほIIll

南地区

若年10

中年30

中老34

前期15

'14

必9－“
若
年

中中前後
年老期期

p<O｡01南地区
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南地区

若年11

中年39

中老46

前期21

東地区西地区

若年17　若年10

中年40　中年30

中老51　中老33

前期29　前期12

後期15　後期11
　後期11後期27
｢耳両7司

後
期

前
期

中
老

中
年

若
年

【豆函Ξ豆】

　S保守一革新革新的

　ﾛ保守‐革新やや革新的

　�保守一革新中間
　ﾛ保守一革新やや保守的

　●保守一革新保守的

EΞΞヨ

後
期

前
期

中
老

中
年

51

若
年

後
期

前
期

中
老

中
年

若
年

南地区東地区西地区
ｎ｡Ｓ，

ｎ,Ｓ，ｎ｡Ｓ

表５－６　保守一革新

一 1

- i

- ¥

一●

％

ン
ト

前
期
高
齢
期
六

- ¥

一
％
、
後
期
高
齢
期
は
コ
ー
ポ
ィ

程
度
減
る
も
の
の
、
ま
だ
「
よ
く
出
席
す
る
」
も
の
は

逆
に
増
え
て
い
る
。
南
地
区
は
、
中
年
ま
で
一
〇
％
の
レ
ペ

ル
を
維
待
し
、
そ
の
後
は
後
期
高
齢
期
で
の
落
ち
方
が
西
地

区
よ
り
強
い
。
東
地
区
で
は
、
非
高
齢
層
は
南
地
区
と
ほ
ぼ

同
じ
と
し
て
も
高
齢
期
に
な
る
と
他
地
区
で
見
ら
れ
た
盛
り

上
が
り
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
。

　
⊇
日
で
ま
と
め
る
と
、
五
〇
歳
以
上
で
活
発
な
西
地
区
、

高
齢
者
で
不
活
発
に
な
る
東
地
区
、
大
体
全
て
の
年
齢
層
で

活
発
な
南
地
区
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
保
守
－
革
新

　
通
常
党
派
性
で
全
面
的
に
議
論
す
る
の
だ
が
、
町
と
の
話

し
合
い
で
政
党
支
持
等
が
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
や
む

を
得
ず
保
－
革
単
発
で
議
論
を
す
る
。

　
こ
の
変
数
の
一
般
的
性
格
と
し
て
は
、
外
的
対
象
を
持
た

ず
に
内
面
的
な
態
度
が
主
と
な
る
。
そ
の
動
き
の
特
色
と
し

卯
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第五章　三つの政治文化－ボランティアを進める政治･･社会的文化

て
は
、
日
本
人
の
特
色
と
し
て
加
齢
＝
保
守
化
で
あ
り
、
そ
れ
で
主
た
る
供
給
源
と
な
る
の
が
「
中
間
」
派
で
あ

る
。
そ
し
て
後
期
高
齢
期
に
な
る
と
「
中
間
」
派
が
増
え
る
形
で
政
治
的
に
不
活
発
化
し
て
ゆ
く
。

　
「
表
５
－
６
　
保
守
１
革
新
」
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
は
東
地
区
が
そ
の
典
型
の
形
を
示
す
。
前
期
ま
で
順
調
に

保
守
化
（
「
保
守
十
「
や
や
保
守
」
）
は
二
〇
％
か
ら
五
八
％
ま
で
増
え
て
ゆ
く
。
後
期
高
齢
期
に
入
る
と
保
守
化

は
逆
行
し
三
六
％
ま
で
落
ち
、
変
わ
り
に
「
中
間
」
派
が
実
に
六
四
％
に
の
び
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
西
地
区
と
南
地
区
が
程
度
の
差
が
あ
る
が
そ
れ
を
示
し
て

い
な
い
。
西
地
区
で

は
四
三
％
の
中
老
時
に
保
守
化
は
止
ま
り
後
期
高
齢
期
に
な
っ
て
も
四
〇
％
と
一
定
で
あ
る
。
南
地
区
で
は
、

五
九
％
に
は
な
る
け
れ
ど
も
そ
の
ま
ま
の
値
で
後
期
高
齢
期
ま
で
行
く
。

　
動
き
の
内
訳
は
、
都
市
部
と
農
村
部
の
違
い
を
見
せ
る
。
西
地
区
で
は
、
中
老
の
ハ
％
か
ら
後
期
の
二
七
％
ま

で
「
保
守
的
」
と
い
う
保
守
の
強
化
が
進
む
し
、
同
じ
年
齢
層
に
革
新
的
な
階
層
が
二
五
％
入
り
込
み
、
結
果
「
中

間
」
が
割
り
込
み
に
く
そ
う
に
し
て
い
る
。
対
照
的
に
、
南
地
区
で
は
保
守
の
内
訳
は
中
年
で
完
成
す
る
と
と
も

に
「
革
新
」
系
の
後
退
も
顕
著
で
あ
る
。

第
三
節
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
政
治

（
一
）
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

三
つ
の
グ
ラ
フ
『
表
５
１
７
～
５
－
９
　
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
－
西
ヽ
束
ヽ
南
地
区
ヒ
が
い
ず
れ
　
司
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７０％

６０％

５０％

４０％

３０％

２０％

ＩＯ％

　○％

７０％

６０％

５０％

４０％

３０％

２０％

１０％

　○％

７０％

６０％

５０％

４０％

３０％

２０％

１０％

　Ｏ％

若年 中年 　中老

西地区

前期 後期

EI禰径盾奥：そ{カ偕l

回５家丿弼i22α}美化，

ａ４生1づ･;詑

ロ44非句

口３おg柊・l喫祷S
一21升り豪氏
ロ２

１１１

■１

固１

１

１

１

ゲー.ム

硬筆

季芸

藁里ll・姜容

精判ｮ的ケア

･介･鍾璧●甫坦】

眉辺の世話

表５－７　高齢者ボランティアの経験一西地区

若年 中年

表5－8

若年　中淘Ξ

　　　良5－9

ロ経験:その他

一５家眉辺の美化
四４生け花

EI4俳句

113お茶･喫茶
ロ２折り紐
ロ２ゲーム

111硬筆
ロ１手芸
ｓｌ理髪･美容

゜１精神的ケア
ｓｌ介護補助
ロ１周辺の世話

　中老　前期　後期

高齢者ポランティアの経験一東地区

こ1癩琵験：そa）1也

圖Ｓ家周辺の美化
Ｓ４生|づ･?包
lｺ44非句
□３まS禍l・1喫蓼霧
四21奸り癩氏
ロ２ゲー／、
ｓｌ石吏筆
E11弓≡1･
圖１輿里髪・美1自ｌ
ＳＩ摩庸享巾白勺ケア
ロ1 ･n･里董李痢垣】
゜lj蜀IZIα）i武言舌

中jき　前期　後期

高齢者ボランティアの経験一南地区

心
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第五､章　三､つの政治文化－ボランティアを進める政治・社会的文化

南地区

若年12

中年45

中老52

前期23

後期33

|ΞZZΞl

東地区

若年10

中年30

中老36

前期16

西地区

若年17

中年41

中老54

前期30

後期18
　　　－

ﾛまったく関心なし

Iあまり関心なし

ロある程度関心

●非常に関心あり

｢霖ｍ７７ｎEIZココ

％

48%
50%

42%･，44%
39%

後
期

ａ

前
期

Ｅ
中
老

』
中
年

ａ
　
若
年

3

r7]ｻこF

Lji■6s‘ 13゛･l

56%
4･

54%ぐ4S

1％13%

中中前後
年老期期

若
年

後
期

南地区東地区　　　　n｡s

ポランティア関心

　　　　　n｡S｡

表５ －１０

24%∴………44=ぷi2

葦UU

n｡s.　　西地区

も
異
な
る
形
を
し
て
い
る
。
第
一
に
、
全
体
の
量
で
言
え

ば
明
ら
か
に
南
地
区
が
一
番
多
い
。
次
に
西
地
区
、
そ
し

て
東
地
区
と

　
第
二
に
、

い
う
順
香
に
な
る
だ
ろ
う
。

ど
の
年
飴
層
に
偏
っ
て
い
る
か
と
い

ふ
ノ
こ
と

で
は
、
西
地
区
は
中
老
以
上
、
東
地
区
は
中
年
、
南
地
区

は
中
年
中
老
で
低
下
す
る
も
の
の
ほ
ぼ
全
年
齢
層
に
わ

た
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
盛
ん
で
あ
る
。
更
に
、
高
齢
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
種
別
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
ど
の
地
区
に

ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
盛
ん
で
あ
り
、
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
不
足
し
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
器
具
が
足
り
な
い
の
か
、
講
師
は
必
要
か
、
な
ど
な
ど

様
々
な
問
題
が
あ
り
、
自
治
体
へ
の
提
言
に
有
用
で
あ
る

が
、
今
回
の
テ
ー
マ
と
は
ず
れ
る
の
で
割
愛
す
る
。

　
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
量
の
違
い
か
ら
い
っ
て
、
何

が
い
え
る
の
か
。

　
第
一
に
、
都
市
型
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
治
的
性

格
の
強
ま
り
で
あ
る
。
西
地
区
だ
け
で
は
な
い
が
、
調
査

硲
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に
は
殆
ど
元
気
な
高
齢
者
が
関
与
し
て
お
り
、
地
区
で
は
後
期
高
齢
期
と
い
え
ど
も
前
期
に
お
と
ら
ず
関
与
し
て

い
る
。
自
治
的
と
い
う
ゆ
え
ん
は
、
非
高
齢
者
の
関
与
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
農
村
型
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
与
的
性
格
の
強
ま
り
で
あ
る
。
南
地
区
に
典

型
的
に
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
中
年
中
老
は
仕
事
・
子
育
て
等
で
多
忙
で
あ
る
の
は
分
か
る
が
、
む
し
ろ
二
〇
歳
代

の
若
い
グ
ル
ー
プ
に
関
与
が
「
す
ご
い
」
面
が
見
ら
れ
る
。
逆
に
、
後
期
高
齢
期
に
な
る
と
か
な
り
衰
え
る
人
も

い
て
関
与
が
衰
退
す
る
が
、
そ
れ
で
も
三
つ
の
地
域
社
会
の
中
で
は
西
地
区
と
並
ぶ
ほ
ど
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
中
老
以
上
殆
ど
関
与
が
な
く
た
だ
中
年
の
み
が
細
々
と
関
与
を
継
続
さ
せ
て
い
る
東
地
区
の
存
在
は

異
常
で
あ
る
。
こ
の
地
区
に
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
条
件
が
な
い
の
か
、
二
つ
の
特
養
の
存
在
に
よ
り
関
与
意

欲
を
阻
喪
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
今
後
の
調
査
課
題
で
あ
る
。

　
（
二
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
政
治

　
従
属
変
数
を
決
め
て
お
こ
う
。
現
在
の
事
実
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
や
ろ
う
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る

準
備
状
態
と
、
そ
れ
に
回
帰
さ
せ
る
変
数
の
決
定
で
あ
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
準
備
状
態
と
し
て
は
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
関
心
が
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
い
た
質
問

を
取
り
上
げ
た
。
同
質
問
は
、
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
特
定
せ
ず
に
デ
フ
ュ
ー
ズ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
、
現
在
関
心
が
あ
っ
て
や
っ
て
い
る
も
の
も
、
将
来
関
心
が
持
て
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
も
、
聞
い
た
も
の
で

あ
る
。

碍
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第五章　三､つの政治文化－ボランティアを進める政治･･社会的文化

表5－11

西地区 東地区 南地区

ｒ２ 0.1 0.1 O｡2

ボランティア奉仕日-2値 *0.2 (-0.1) **0.3

演説会・報告会一連続 *0.3 *0.3 *0.23

＊＝p＜0,05

¨＝p<0,01

（　）＝有意性なし。

　
独
立
変
数
は
、
政
治
集
会
参
加
、
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
で
あ
る
。

　
仮
説
と
し
て
は
、
政
治
集
会
参
加
と
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
た
も
の

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
般
に
対
す
る
関
心
も
高
め
る
し
、
今
一
層
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヘ
の
意
志
を
強
め
る
。
特
に
、
中
老
以
降
に
は
顕
著
に
現
れ
る
。

　
今
一
度
従
属
変
数
の
特
性
を
見
て
お
こ
う
。
「
表
５
１
1
0
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関

心
」
に
よ
る
と
、
西
地
区
と
南
地
区
は
こ
れ
ま
で
都
市
型
と
農
村
型
と
し
て
み

て
き
た
変
数
の
上
下
を
示
す
。
再
説
す
る
と
、
西
地
区
で
は
若
年
で
低
く
、
高

齢
者
で
後
期
も
含
め
高
く
、
南
地
区
で
は
若
－
中
年
１
中
老
―
前
期
高
齢
期
で

た
か
く
、
後
期
高
齢
期
で
低
い
。
問
題
は
東
地
区
で
あ
り
、
「
関
心
」
は
若
年
の

三
〇
％
か
ら
後
期
高
齢
期
の
七
一
％
ま
で
有
屑
上
が
り
に
伸
び
き
っ
て
い
る
点
に

あ
る
。

　
結
果
は
、
ほ
ぼ
仮
説
通
り
、
中
高
年
に
お
け
る
社
会
参
加
と
政
治
参
加
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
表
５
－
Ｈ
）
。
た
だ

容
易
に
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
束
地
区
の
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
な
ん
の
役
割
り
も
果
た
し
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
政
治
集
会
の
効
果
は
厳
然
と
し
て
あ
り
、
こ
れ
は
「
お
わ
り
に
」
で
議
論
す
る
こ
と

に
し
よ
う
。

硲
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お
わ
り
に

　
本
論
で
は
、
三
つ
の
地
域
社
会
に
お
け
る
政
治
文
化
の
違
い
と
、
ぞ
れ
が
持
ち
う
る
そ
れ
ぞ
れ
の
高
齢
社
会
ヘ

の
将
来
へ
の
対
処
の
見
取
り
回
が
描
け
た
と
思
う
。
本
稿
で
の
結
果
を
ま
と
め
て
お
こ
う
（
直
接
テ
キ
ス
ト
で
取

り
上
げ
て
い
な
い
内
容
も
含
む
）
。

　
第
一
に
、
政
治
的
態
度
の
違
い
で
、
政
治
集
会
に
対
す
る
参
加
で
は
、
五
〇
歳
以
上
で
活
発
な
西
地
区
、
高
齢

者
で
不
活
発
に
な
る
束
地
区
、
大
体
全
て
の
年
齢
層
で
活
発
な
南
地
区
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「
保
守
－
革
新
」
意
識
で
は
都
市
部
と
農
村
部
の
違
い
を
見
せ
る
。
西
地
区
で
は
、
保
守
の
強
化
が
進
み
、
対
照

的
に
南
地
区
で
は
保
守
の
内
訳
は
中
年
で
完
成
す
る
と
と
も
に
「
革
新
」
系
の
後
退
も
顕
著
で
あ
る
。
一
貫
票
で

は
、
束
地
区
と
南
地
区
の
後
期
高
齢
者
は
超
高
齢
期
の
有
屑
上
が
り
を
示
し
て
お
り
そ
の
意
昧
で
は
発
展
途
上
で

あ
る
。
西
地
区
の
後
期
高
齢
者
は
前
期
高
齢
者
と
同
じ
と
い
う
意
昧
で
既
に
超
高
齢
期
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
た
。
候
補
者
に
対
す
る
見
方
で
は
、
「
地
元
か
国
か
」
で
は
「
地
元
」
組
が
都
市
部
の
西
地
区
に
少
な
く
、

農
村
部
の
南
地
区
に
多
い
と
い
う
の
が
観
察
さ
れ
た
し
、
「
党
か
人
か
」
で
は
西
地
区
で
「
党
」
重
視
の
傾
向
が

あ
り
、
南
地
区
で
は
「
人
」
重
視
の
傾
向
を
強
め
る
Ｔ
万
、
東
地
区
の
後
期
高
齢
者
が
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と

す
る
超
高
齢
型
政
治
意
識
を
示
す
。

　
第
二
に
、
地
域
社
会
等
に
対
す
る
信
頼
で
は
、
西
地
区
の
高
齢
者
の
人
々
は
個
人
主
義
的
で
あ
り
な
が
ら
活
発

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
打
ち
込
み
、
南
地
区
の
人
々
は
集
団
主
義
の
価
値
規
範
を
持
ち
な
が
ら
も
西
地
区
に
劣

硲
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第五､章　三つの政治文化－ボランティアを進める政治・社､会的文化

ら
ず
活
発
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
か
か
わ
る
が
、
東
地
区
の
人
々
は
、
南
地
区
と
同
じ
く
集
団
主
義
で
は
あ
る
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
特
定
的
な
社
会
活
動
は
ま
っ
た
く
や
ら
な
い
。
ま
た
、
生
活
・
政
治
満
足
で
は
、
東
地

区
で
高
齢
期
で
の
不
満
が
か
な
り
高
い
し
、
こ
れ
は
政
治
満
足
に
連
続
し
政
治
不
満
派
が
極
め
て
多
い
の
が
目

立
っ
た
。
国
政
信
頼
で
は
、
国
政
よ
り
も
地
方
の
政
治
へ
の
信
頼
が
強
い
し
、
農
村
部
に
な
る
ほ
ど
こ
の
傾
向
は

強
化
さ
れ
る
傾
向
を
示
す
全
体
的
傾
向
に
東
地
区
も
足
並
み
を
揃
え
る
。
不
満
は
あ
れ
ど
不
信
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
か
。

　
第
三
に
、
現
実
に
実
践
し
て
い
る
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
都
市
型
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
自
治
的
性
格
の
強
ま
り
、
農
村
型
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
与
的
性
格
の
強
ま
り
、
異

常
な
中
老
以
上
殆
ど
関
与
が
な
く
た
だ
中
年
の
み
が
細
々
と
関
与
を
継
続
さ
せ
て
い
る
束
地
区
の
存
在
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
政
治
集
会
参
加
と
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
た
も
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
般
に
対
す
る
関

心
も
高
め
る
し
、
今
一
層
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
意
志
を
強
め
る
と
い
う
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。
た
だ
東
地
区
で
政

治
集
会
の
み
し
か
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
点
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
道
筋
が
か
細
い
な
が
ら
も
描
け
て
い
る

が
、
政
治
参
加
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
弱
い
。
一
番
大
き
な
原
因
は
、
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
数
が
少
な
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
が
、
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
関
心
も
高
く
、
か
つ
政
治
不
満
も
高
く
、
か
な
り
豊
か
な
退

職
・
引
退
者
た
ち
が
な
ぜ
現
実
の
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
少
な
く
し
か
や
ら
な
い
の
か
、
地
域
で
考
え
て
い
く

ぺ
き
課
題
で
あ
る
。

∂Z
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現
状
で
は
、
都
市
部
も
、
農
村
部
も
、
あ
る
い
は
、
そ
の
中
間
に
存
在
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
　
硲

課
題
を
持
ち
な
が
ら
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
実
際
の
行
動
を
し
め
し
、
ま
た
ぞ
の
意
欲
を
持
ち
始
め
た
と

い
え
る
。
三
木
町
に
内
包
す
る
異
な
る
三
つ
の
政
治
文
化
に
対
し
て
、
中
高
年
に
お
け
る
政
治
集
会
と
い
う
共
通

す
る
文
化
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
は
、
高
齢
社
会
に
対
処
す
る
処
方
施
の
発
展
に
対
し
大
き
な
期
待
を
与
え
る
だ
ろ

訊
ノ
ｏ
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